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カテーテルポートベルト / バックル

排尿チューブ ストラップ

ベリーバッグの使用法

取扱説明書

清潔な手でストラップから排尿チューブを取り
出しバルブを左に半分まわして閉じます。

排尿チューブをストラップの下に押し込みます。

石鹸や流水でよく手を洗い、清潔なタオル等で
水分をしっかりと拭き取ってください。

バッグを腹部にあてる。バッグは直接皮膚に触
れても、下着の上に着けてもかまいません。

ベルトを腰部にまわし、バックルをはめ込み、
右側に位置させます。

ベルトをきつくなりすぎないように締めます。

10cm くらいの長さを残して切り落とします。

トイレの前に立つか、腰をかけ、排尿チューブ
を下にむけてください。

チューブのキャップを右にひねって開け、トイ
レに尿を排尿する。

排尿の後、チューブを左にひねって閉める。

カテーテルの先をカテーテルポートにしっかり
とフィットするまで押し込みます。このとき細
菌の混入を防ぐため、カテーテル（別売品）と
カテーテルポートの先端を指で触れないように
してください。
尿がカテーテル（別売品）から流れていることを
確認する。異常がある場合は医師に相談してくだ
さい。
バッグを取り外す際はベルトバックルを外してく
ださい。

使用上障害となる傷、破損が見られた場合は、 使用
しないこと。
ベリーバッグは外部カテーテル（ウロシースやコン
ドームカテーテル）と併用することは出来ません。
バッグを空にした後、カテーテルからバッグへ尿が
スムーズに流れることを確認ください。
バッグ交換の頻度は、医師の指示がない限り30日を
目安としてください。
ベリーバッグは単回使用製品であり、再使用や再滅
菌をおこなって使用できません。
発熱や違和感などを感じた場合は直ちにかかりつけ
の医師や医療機関に相談してください。
水漏れ、高温、多湿、直射日光を避け、常温で清潔
な場所に保管してください。

ご使用に際しご不明な点は、かかりつけの医師又は医療
機関にご相談ください。ご使用の際は必ず担当の医師へ
ご相談の上、使用上の注意事項をよく読んでからお使い
ください。

ベリーバッグの使用方法について、順を追ってご説明いたします。
以下の指示に従って、ベリーバッグを装着ください。
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ご使用上の注意
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